別添

平成30年度　県内の病院における空調設備の点検状況等調査結果について
１　調査の目的

○「医療機関における衛生的環境の維持管理等について」（平成３０年８月３０日付け県医療整備課長通知）を踏まえ、病院における空調設備の維持管理の対応状況の確認を行う。
２　実施方法

○医療法に基づき各保健所が県内の全病院（100病院）を対象として平成３０年度に実施する立入検査に、空調設備の維持管理に関する検査項目を追加して実施。
○保健所から各病院に対して事前に調査票の作成を依頼し、検査当日に、その内容について関係書類を確認して突合するとともに、必要に応じて空調設備の設置状況等を確認。
３　調査結果

（１）定期点検の実施状況
病院内に設置している全ての空調設備について定期的に点検を実施している病院は72病院、病院内の一部の空調設備について定期的に点検を実施している病院は24病院、全く定期的に点検を行っていない病院は4病院であった。
	
	病院数
	割合

	定期的に行っている
	72
	72％

	一部の空調設備について定期的に行っている
	24
	24％

	定期的に行っていない
	4
	4％

	合　計
	100
	100％


　　　※24病院のうち、患者に影響がないスタッフスペースの空調設備については定期的に点検を行っていないと回答した病院もあった。
（２）補修の状況
　　　直近の補修実績がある病院は83病院であり、補修内容の主なものは、ドレンポンプ、熱交換器、基盤等の関連機器や部品の交換及び排水管の清掃による詰まりの解消であった。
	
	病院数

	補修実績あり
	83

	補修実績なし
	17

	合　計
	100


（３）故障時の対応策の検討状況
今回の指導を受けて、全ての病院において故障時の対応策の確認や検討が行われ、その内容については以下のような回答があった。
・施設管理担当から業者への連絡手順の確認（特に休日・夜間）
・交換部品の在庫の確保も含めた早期復旧手順の確認

・扇風機、暖房機器の病院保管やレンタル調達も含めた代替措置の確認

・空室への移動対応も含めた、患者対応手順の確認

・患者・家族への説明や、保健所、連携医療機関への連絡手順の確認

・空調設備の稼働状況の24時間監視（委託）の導入　
４　今後の対応
調査結果を踏まえ、空調設備の維持管理に係る留意事項についての通知を病院に対して発出するとともに、今年度の立入検査においても、空調設備の維持管理に関する検査項目の確認を実施し、必要に応じて、指導・助言を行う。

